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＊＊＊「通級による指導」の充実を図る＊＊＊ 
～「通級による指導」の基本～ 

＊今回は、「通級による指導」の基本について解説します。特別支援学級や通級による指導を担当する

方はもちろん、通常の学級を担当している方、管理職の方、保護者の方も、ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 次頁では、通級指導教室について詳しく説明します。 

「R」は「reform（改革）」の頭文字です 

№５０（令和４年２月） 
埼玉県教育局南部教育事務所 
https://www.pref.saitama.lg.jp

/soshiki/g2201/index.html 

「通級による指導」とは何ですか？ 

「通級による指導」にはどんな種類があるのですか？ 

 「通級による指導」とは、大部分の授業を小・中・高等学校の通常の学級で受

けながら、一部、障害に応じた特別の指導を特別な場（通級指導教室）で受ける

指導形態で、障害による学習上又は生活上の困難を改善し、又は克服するため、

特別支援学校学習指導要領の「自立活動」に相当する指導を行います。 

 通級による指導の対象となるのは、言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難聴、ＬＤ、ＡＤＨＤ、肢体

不自由、病弱及び身体虚弱の児童生徒です。埼玉県では、「難聴・言語障害通級指導教室」と「発達障害・

情緒障害通級指導教室」が設置されています。（令和３年度は小学校４３、中学校１７教室を設置） 

通級による指導における教育課程はどのように編成するのですか？ 

 「通級による指導」を受ける児童生徒は「特別の教育課程」を

編成する必要があります。指導時数は、年間３５単位時間（週１

時間）から年間２８０時間（週８時間）までを標準としているほ

か、学習障害（ＬＤ）者及び注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）者

は、年間１０単位時間（約３週間に１単位時間）から２８０時間

（週８時間）までを標準としています。 

ＰＩＣＫ ＵＰ！ 指導内容 

 通級による指導は原則として「自立

活動」となります。単なる補習的な教

科の指導はふさわしくありません。特

別の教育課程は、担任が、通級指導教

室の担当と連携をとって作成します。 

個別の課題に対応

するために、多く

の場合、１人ずつ、

１～２時間指導し

ます。 

通級指導教室では実際にどのような指導が行われているのですか？ 

 

難聴・言語障害 

通級指導教室 

 言語障害については、正しい音の認知や模倣、構音器官（口唇や舌な

ど）の運動の調整、発音・発語の指導などを行います。 

 聴覚障害については、聴覚の活用、補聴器等の適切な装用、音声の聴

取の指導などを行います。 

 

発達障害・情緒障害 

通級指導教室 

 発達障害（ＬＤ、ＡＤＨＤなど）については、障害の特性や生じている

困難を理解し、困難の軽減を図ることができるような指導を行います。 

 自閉症については、他者と社会的な関係を形成することに伴う困難を軽

減するために、円滑なコミュニケーション等についての指導を行います。 



埼玉県マスコット「さいたまっち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常指導教室の１時間の例です。 

参考資料 「埼玉県特別支援教育教育課程編成要領⑵小学校及び中学校特別支援学級・通級
による指導編」（平成３１年３月 埼玉県教育委員会） 
「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」（令和２年３月 文部科学省） 
「障害に応じた通級による指導の手引 解説とＱ＆Ａ（平成３０年８月 改訂第３版） 
（文部科学省） 

「学びのＲ」 
はこちらから 
も御覧いただ 
けます！ 

通級指導教室を担当する魅力はこんなところです。（通級指導教室を担当している先生の感想） 

 通級指導教室は、「ぼくだって、わたしだって『やればできる』魔法がかかる部屋」として

捉えています。通級による指導を受ける児童が、自分の生きにくさやモヤモヤした気持ちを

吐き出せる場となるように心がけています。注意されることが多かった児童を多面的に見て、

関わることで良い面を見つけ、担任や保護者と共有することで、その児童への見方を変える

ことにつなげています。児童の成長が感じられて、とてもやりがいを感じています。 

指導目標 

・集中して学習活動に取り組むことができる。 

・状況や場面に応じたあいさつを行い、自分の気持ちを言葉にして相手に伝えることができる。 

・安定した気持ちで授業を受けることができる。 

 

コミュニケーションが苦手な児童の指導例（小３・Ｂさん） 

 課題：「集団での関わりが苦手である」「人の意見を聞くことができずコミュニケーションを上手にと

ることができない」「友達とのトラブルが絶えずに衝動的に手が出てしまう」 

指導例（小３・１学期 ４５分授業） 

時間 学習活動 学習内容 指導の工夫と留意点 

導入 

２分 

１ 始めのあいさつ ・自分で号令をかけあいさ

つをする。 

○正しい姿勢で相手を意識してあいさ

つをさせる。 

５分 ２ 予定表記入 

 ・見る ・聴く 

・見通しをもつ 

・学習内容を確認する。 

・学習カードに予定を書く。 

○黒板に予定を掲示する。 

○丁寧に予定を書くように意識させる。 

展開 

５分 

３ わたしのこと 

 ・見る・考える 

 ・表現する 

・学校生活等で印象に残っ

たことについて話し、短

作文を書く。 

○「いつ」「どこで」等を意識して話し、

短作文にも書けるように働きかける。 

15分 ４ ＳＳＴ 

（ソーシャルスキル

トレーニング） 

・自作のワークシートやＳ

ＳＴカード等を使用し、

ＳＳＴを行う。 

○うれしい気持ちや怒りの気持ちにも

いろいろなレベル（強さや弱さ）があ

ることを、考えられるようにする。 

５分 ５ 絵画配列絵カード 

 ・見る 

 ・考える・話す 

・４～６枚の絵カードを物

事が起こった順番に並び

かえる。 

○物事が起こる順番を時系列に並べる

ことができるようにする。 

10分 ６ 質問カード 

 ・見る ・考える 

 ・話す 

・時間を決め、カードの質

問に順番に答えていく。 

○やり方やルール、時間等を確認する。 

３分 ７ 学習の振り返り ・今日の学習の振り返りを

する。（連絡帳の記入） 

○学習したことを振り返り、努力したこ

と等に気付かせ、自信をもたせる。 

 

 先生方が担当している学級に、通級指導教室に通っている児童生

徒がいる場合は、通級指導教室担当の先生と、連携をとりましょ

う。 

短い活動を組み合わせることで、集中

して取り組めるようにしています。 

通級指導教室では、自分の感情を言葉で

伝えらえるように指導します。 

学級でも、同じように感情を言葉で表せ

るように指導しますね。 
担任 通級担当 


